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研究成果の概要： オホーツク文化人骨の形態解析と DNA 分析の結果、北東アジア、とくにアム

ール川流域を起源としていること、mtDNA のハプログループ Y は、アムール川下流域集団の祖

先からオホーツク文化人を経由してアイヌへともたらされたことが示唆された。また、食生活

では栄養段階の高い大型魚類や海生ほ乳類を主要なタンパク質として多く利用していたことが

示された。変形性関節症の頻度分布からも、生業との関連性が示唆された。アイヌ民族のイオ

マンテ型儀礼は続縄文文化・オホーツク文化にまでさかのぼる可能性が大きいことを示した。 

 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 5,100,000 0 5,100,000 

２００７年度 4,800,000 1,440,000 6,240,000 

２００８年度 4,600,000 1,380,000 5,980,000 

年度    

  年度    

総 計 14,500,000 2,820,000 17,320,000 

 

 
研究分野：自然人類学 
科研費の分科・細目：自然人類学 
キーワード：オホーツク文化人骨、アイヌ、古代ＤＮＡ、頭蓋形態、同位体分析、生活誌 
 
１．研究開始当初の背景 
北海道大学医学部に保管されていた、モヨ

ロ貝塚を中心とするオホーツク文化期の人骨
約300体を含む500体余りの人骨が、2003年末
に北海道大学総合博物館に移動した。医学部
保管時代は、手付かずであり、放置というよ
りも、ずさんな管理の中で、一部の頭蓋が間
違った箱に入れられることがあった。また、
同時に見つかった文化遺物も相当数にのぼる。
まさに、再発見である。 
そのため、2004年の春から、研究代表者は、

総合博物館の天野哲也氏、小野裕子氏、札幌
医大の松村博文氏らとともに、オホーツク文
化の人骨のリスト作成とアルコールによる洗
浄、さらには復元作業を始めることとした。

この作業は、2004年から2005年まで続き、頭
蓋の復元を終了し、四肢・体幹の復元を進め
ているところである。未成人骨については、
まだ、手付かずである。その過程で、石鏃や
骨鏃の刺さった人骨、いろいろな炎症の見ら
れる人骨が見つかり、あるいは、歯の咬耗の
特殊性、未成年人骨にcribraがあることなど
が明らかになってきた。 
 
２．研究の目的 
まず第1に、オホーツク文化人集団の時代差

と地域差の解明、アイヌ集団成立過程や地域
差へのオホーツク文化人集団の影響、さらに
は、北東アジア地域集団の成立過程を確立す
ることである。 
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オホーツク文化人集団の由来は、おそらく
大陸沿岸部と考えられるが、未だ、同時代の
人骨の発見は少ない。そこで、縄文時代人集
団を日本、とくに北海道の基層集団ととらえ、
オホーツク文化人集団を外来要素と見る。こ
こから、アイヌ集団の成立と地域差の原因を
解明するモデルを構築することができる。弥
生時代に九州や本州で起こったことや南九州
や琉球の様相とは何が違うのかという視点を
も持つ。 
先に述べたように、北東アジアでは、古代

の極北集団はアラスカとシベリアのバイカル
湖地域に限定される。その中間の内陸や沿岸
地域の人類集団の成立過程が不明である。今
回、３００体を超える人骨群の年代を測定し、
その時間差と地域差を明らかにすることで、
サハリンや沿海州地域の地域集団成立の解明
に資することができる。 
また、予備的な同位体分析や齲歯の調査を

基に、オホーツク文化人集団は北海道の中で
も食生活の海産物依存が強いことが分かりつ
つある。そこで、本格的な生業の復元を行う。
これには、オホーツク集団の生老病死を明ら
かにする生活痕の分析、古代ＤＮＡによる集
団内の移動の分析、同位体によるさらなる食
性分析が寄与する。動物骨が出土している遺
跡からは、各種動物骨資料を採取し、人骨中
のコラーゲンを形成する原料となった可能
性がある動物性タンパク質の同位体比を復
元する。また動物骨の分析結果からは当時の
家畜管理に関する情報を得る。 
 

３．研究の方法 
オホーツク文化人骨のアルコール洗浄を

進め、骨格復元を行う。死亡年齢の推定を行
う。オホーツク文化人骨の歯の咬耗は前歯よ
りも臼歯が早く進み、独自の標準を作成する
必要がある。また、そのほか、頭蓋や寛骨耳
状面など、また、未成年にあっては、歯の萌
出などを基にする。性別については、四肢骨
との対応があるものについては、総合して判
定し、リストを作成する。 
 頭蓋形態小変異および頭蓋計測、歯牙デー
タと四肢骨データの収集を行う。採取したデ
ータの基本的統計量を算出し、さらに、従来
の計測、非計測項目に用いる、単変量、多変
量解析を実施し、集団間の関係を見る。さら
に、JH. Relethford らによる遺伝学的、形態
学的集団間関係の解析およびその解釈に関
する研究手法の応用を試みる。 
 残存するタンパク質を抽出して、炭素（14C、
13C、12C）および窒素（14N、15N）の同位体比を
測定する。それら同位体のうち炭素・窒素安
定同位体比から個々の個体が摂取したタン
パク質の由来を検討する。その上で、放射性
炭素年代に対する海産物の影響を考慮した、
高精度年代決定を実施する。あわせて遺跡出

土動物骨などを用いて、北海道東部沿岸にお
ける海水の 14C 濃度（海洋リザーバー効果）
を検討する。それにより、モヨロ貝塚人骨資
料中の、アイヌ期人骨を判別する。 
 オホーツク文化の古人骨からＤＮＡ抽出
を行う。ミトコンドリア DNA コントロール領
域を遺伝子増幅し，その塩基配列解読を行う。
その遺伝情報を日本人を含む現代極東人類
集団のDNA 情報ならびに縄文時代人骨などの
古代 DNA 情報と比較し，形態的特徴と照合し
ながらオホーツク文化人の人類系統的位置
とその起源を考察する。 
 
４．研究成果 
 北大総合博物館保管のオホーツク文化人
骨の整理、復元を実施した。さらに、頭蓋の
計測、非計測項目の調査を行った。非計測項
目については、オホーツク文化をサハリン・
北海道北部と北海道東部に二分し、分析を実
施した。スミスの距離を求めると両者は近い
が、Rii では、差がある。北部オホーツクは
サハリンアイヌに近く、また、東オホーツク
が、北海道アイヌに近づくのではなく、独自
の位置を占めていることが示された。 
 R-matrix 法を用いて、近世アイヌの人々の
集団内多様性を調査し、北からの遺伝子流入
の可能性を探った。オホーツク海沿岸のアイ
ヌは、縄文、続縄文時代から直接由来する均
一な集団と考えられない。北東アジアに由来
するオホーツク文化の人々が、近世アイヌの
形質と文化に影響を及ぼしている。単純なシ
ミュレーションモデルでは、女性により多く
の遺伝的影響があったようだ。 
 縄 文 時代人骨頭蓋の地域的変異を
R-matrix 法を用いて検討した。北海道の縄文
時代人骨がもっとも変異が大きく、西に行く
に従い、変異は小さくなる。このことは、北
から徐々に南下、西へ移動したことを示唆す
る。世界的規模で、同時代の人骨を比較する
と、縄文時代人骨は北東アジアのグループに
入る。 
 男女の頭蓋計測値を用いた R-matrix 法の
分析は、先史時代から現代にわたる日本列島
の住民の頭蓋形態の多様性を明らかにした。
それは、縄文時代人骨が旧石器時代人的特徴
を有していること、また、渡来系とされる弥
生時代人骨は変異が小さく、創始者効果が考
えられるが、現代本土日本人骨形態の形成に
大きな寄与が認められること、オホーツク文
化人骨はアイヌ人骨形態の形成にある程度
関与していること、琉球人骨も現代本土日本
人骨とは、形態的に差が見られることなどに
よるものと思われる。 
オホーツク文化人の起源と周辺の集団と

の遺伝的関係を明らかにするために、オホー
ツク文化人のミトコンドリア DNA（mtDNA）
hypervariable region (HVR) 1 と HVR2 の塩



基配列、ならびにコード領域の単一塩基多型
を解析し、オホーツク文化人標本 38 個体分
の mtDNA ハプログループを決定した。その結
果、オホーツク文化人集団に見られる主な
mtDNA ハプログループは、Y (43%)、G1 (24%)、
N9 (11%)であり、いずれも北東アジアにおい
て高頻度に検出されるものであった。これは、
オホーツク文化人が北東アジア由来であり、
特にアムール河下流域に起源をもつ集団で
あることが示された。また、Horai et al. 
(1996) で報告されているアイヌの mtDNA 
HVR1 の配列を見ると、ハプログループ Y をも
つ個体が約 20％になることが確認される。一
方、安達ら（2006）が報告した北海道の縄文・
続縄文人にみられるmtDNA ハプログループに
は、ハプログループ Yは存在しない。以上の
ことから、アイヌにおけるハプログループ Y
は、アムール河下流域集団の祖先からオホー
ツク文化人を経由してアイヌへともたらさ
れたことが示唆された。 
オホーツク文化人骨は、歯の計測値および

非計測形質のいずれにおいても、オホーツク
海沿岸の集団と近いことが明らかになった。
特に非計測形質では、アムール川流域集団と
の強い類似性がみとめられた。一方、オホー
ツク文化人は、計測データでは、縄文時代人
や北海道アイヌとの類似性が示された。両者
に相当な遺伝的交流があったようにみえる
が、非計測データではさほどの類似性はなく、
やはり縄文、アイヌは東南アジア集団と強い
類似性を示した。この形質による類縁関係の
不一致の解釈は、今後の課題として残された。 
オホーツク人にみられる頭蓋の形態小変

異の出現頻度は、縄文・アイヌ群に近いもの
が多いが、逆に弥生・古墳・現代日本・北中
国・モンゴルといったいわゆる典型的“モン
ゴロイド”集団に近いものもあり、さらには
縄文・アイヌ群と典型的“モンゴロイド”群
の中間の値を取るものもある。縄文・続縄
文・擦文・アイヌ群とオホーツク人は対極す
る異質な集団ではなく、相当程度相互に遺伝
子の交流を行っていた人たちではなかった
かということである。だからこそ北海道とい
う限定された地域内で、アイヌの祖先と数百
年にわたって共存できたのではないだろう
か。 
死亡年齢分布の推定では、成人人骨 91 体

の腸骨耳状面を用いた。耳状面の観察は、
Buckberry and Chamberlain の方法にしたが
い、ベイズ法に基づく新手法からオホーツク
文化人の死亡年齢分布を求めた。その結果、
オホーツク文化人は 55 歳以上の個体が全体
の 25％の割合を占め、高齢者を少なく見積る
傾向にあった従来の古人口学の推定と異な
る知見が得られた。 
古病理関係では、クリブラオルビタリア

（眼窩壁多孔性）、エナメル質減形成、脛骨

ハリス線を札幌医科大学保管の大岬と浜中
のオホーツク人骨資料を中心に調査し、その
発生頻度を縄文人やアラスカなどの極北集
団と比較した。エナメル質減形成の出現頻度
は極めて低く、その傾向は極北集団と一致す
るものであった。しかし一方、クリブラオル
ビタリアは高頻度でみられ、低頻度の極北集
団とは異なり、これはオホーツク独特の傾向
であった。クリブラオルビタリアは鉄分欠乏
に起因するといわれているが、オホーツク人
の食性との関係は不明であった。ハリス線は
極北集団とは比較していないが、縄文人にく
らべて高頻度でみられた。 
変形性脊椎関節症を調査し比較検討を行

った。重症化した椎体の変形性関節症に関し
てはオホーツク文化人骨男性の腰椎、中世鎌
倉人骨女性の腰椎の出現頻度が相対的に高
くなり、海獣狩猟・漁労を生業とするオホー
ツク文化人は、船を漕ぐ動作、網を引き上げ
るなどいずれも腰椎の屈曲肢位が強いられ
た結果腰椎椎体の変形性関節症が多かった
と考えられた。椎間関節の変形性関節症は男
女とも、オホーツク文化人骨では腰椎がもっ
とも頻度が高く、上部に行くに従い頻度が下
がり、頚椎の頻度が低い。オホーツク文化人
の生活として考えられるパドリング時の屈
曲肢位から体幹の伸展方向への繰り返す動
作や船上、陸上での網の引き上げ動作は、背
筋群の使用と同時に体幹の伸展方向のトル
クを増大させる。その結果、腰椎伸展方向へ
の繰り返す動きが mechanical stress とし
て骨棘、小孔が形成し、椎間関節の変形性関
節症へ発展していったのではないかと考え
た。 
四肢の変形性関節症では、オホーツク文化

人骨では男女ともに肘関節、肩関節、膝関節
で変形性関節症の高い頻度を示し、中等度以
上においては肘関節、膝関節、手関節で高い
傾向を示した。男性に比べ女性がより有病率
が高いことから、オホーツク文化人骨の変形
性関節症を引き起こす因子として、男女とも
力学的ストレスが考えられるが、女性におい
ては力学的ストレス以外に身体的、遺伝的要
素が起因するものと考えられた。オホーツク
文化人骨においては漁労・海獣狩猟さらに女
性においては皮剥ぎという生活様式が肘関
節、膝関節、手関節の変形性関節症の頻度を
増加させた要因と考えられた。 
奥尻島青苗砂丘遺跡からはオホーツク文

化の遺物をともなう３基の墳墓が発見され
ていたが、その埋葬人骨は、オホーツク人で
はなく続縄文人の形質を呈していることが
わかり、被葬者は後のアイヌにつながる擦文
人であったことが示唆された。こうしたオホ
ーツク文化の異民族への伝播がなされた具
体例として興味深い事例となった。 
同位体分析では、新しく古人骨からコラー



ゲンを抽出し、高精度に同位体比を測定する
ための前処理システムと、さらに放射性炭素
年代測定で使用するグラファイトを作成す
るための真空ラインなどを構築した。さらに、
それを応用して、網走市モヨロ貝塚人骨を中
心としたオホーツク文化人骨の古食性解析
と年代測定を実施した。また、本研究で構築
した前処理システムおよびグラファイト化
装置をつかって、北海道を中心に日本各地の
先史時代人骨について、古食性復元と年代測
定を実施した。その結果、北海道では縄文時
代からアイヌ文化期まで、海産物に強く依存
する食生態を有していることが明らかにな
り、とくにオホーツク文化では栄養段階の高
い大型魚類や海生ほ乳類を主要なタンパク
質として多く利用していたことが示された。 
 また、放射性炭素年代については、かねて
から海産物摂取によって放射性炭素が比較
的少ない海水の影響を受ける海洋リザーバ
ー効果が、人骨試料では無視できない音が指
摘されてきたが、本研究であつかったオホー
ツク海の沿岸ではとくにその影響が大きく、
現代の貝殻試料では約 800 年も、見かけ上ふ
るい放射性炭素年代が示されることがわか
った。上述したように、オホーツク文化人で
は、骨コラーゲンに含まれる多くの炭素が海
産物に由来していると考えられるので、その
影響は非常に大きい。そのため、放射性炭素
年代の高精度化には、海産物摂取量の定量的
な評価方法を確立することが必要であると
考え、コラーゲンの構成要素であるアミノ酸、
とくにグルタミン酸とフェニルアラニンに
着目し、コラーゲンを構成する炭素の陸上生
態系と海洋生態系の寄与率をそれぞれ定量
的に評価する方法を新たに開発した。 
オホーツク文化またアイヌ文化に特徴的

なクマ送り儀礼に関する研究については，ヒ
グマ信仰・儀礼をユーラシア規模で分析した
結果、アイヌ民族のイオマンテ型儀礼はメス
グマと猟師の婚姻をモティーフとする観念
に基づくものであり、それは続縄文文化・オ
ホーツク文化にまでさかのぼる可能性が大
きいことを示した。オホーツク文化の形成と
展開に関わる集団の文化的系統の研究につ
いては，サハリン～北海道におけるオホーツ
ク式土器の型式群相互の文化的，空間的関係
の分析を通じて，オホーツク文化がサハリン
南部から北海道北端部において形成された
文化であり，中期以降に広がる刻文土器を伴
う文化は，文化的に系統を異にする集団の影
響によるものとの見通しを得た。この結果は
オホーツク文化の性格とその定義をより明
確にするものであり，アムール下流からサハ
リン北部などにひろがる刻文土器を伴う文
化はオホーツク文化の範疇には含まれない
ことを意味する。 
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